
ナイスラン！　ちょっとひと休み
平林みさき耕舎　エイドステーション

（12月７日　町制施行５周年記念　ゆずの里スーパークロスカントリー＆絶景ウォーク大会）
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今月のみどころ
・年頭のごあいさつ
・祝　町制施行 5周年
・�防災ラジオによる情報伝達を
開始します

【くらしのカレンダー】
・�河川敷の枯草焼却作業につい
て



　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

皆
さ
ま
に
は
、
ご
家
族
お
揃
い
で
輝
か
し
い
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
4
月
に
峡
南
地
域
に
新
た
に
峡
南
医
療
セ
ン
タ
ー
と
し
て
地
域
住
民
の
命

を
守
る
拠
点
が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、7
月
に
は
道
の
駅
富
士
川
が
オ
ー
プ
ン
し
、

鰍
沢
小
・
中
学
校
の
プ
ー
ル
竣
工
、
デ
マ
ン
ド
バ
ス
の
町
内
全
域
運
行
、
定
住
促
進
の

た
め
の
空
き
家
改
修
に
対
す
る
助
成
制
度
の
創
設
、
公
有
地
の
売
却
、
さ
ら
に
、
増
穂

小
学
校
、
鰍
沢
中
学
校
へ
の
太
陽
光
発
電
設
備
の
設
置
、
全
保
育
所
の
窓
ガ
ラ
ス
の
飛

散
防
止
対
策
の
実
施
、
鳥
獣
害
防
止
対
策
と
し
て
電
気
柵
の
設
置
な
ど
多
く
の
事
業
を

実
施
し
、
人
々
が
交
流
す
る
町
と
し
て
の
基
礎
が
整
っ
て
き
た
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
か
ら
合
併
5
周
年
の
記
念
事
業
と
し
て
、
山
車
巡
行
祭
り
な
ど
を
実
施

し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
本
年
3
月
8
日
に
は
、
記
念
式
典
を
挙
行
す
る
中
で
、
町

の
歌
、
町
の
鳥
を
発
表
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
今
年
は
、
私
が
掲
げ
た
公
約
を
さ
ら
に
具
体
化
し
て
い
く
年
で
あ
る
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
ま
ず
、
公
共
施
設
の
再
配
置
計
画
を
ベ
ー
ス
と
し
、
庁
舎
な
ど
の
建
設

計
画
の
作
成
を
行
う
ほ
か
、
防
災
行
政
無
線
の
戸
別
受
信
機
の
設
置
、
定
住
促
進
の
た

め
の
助
成
制
度
の
制
定
、
ま
た
、
子
ど
も
医
療
費
窓
口
無
料
化
の
対
象
年
齢
拡
大
、
小
・

中
学
校
の
学
校
給
食
費
減
免
制
度
な
ど
を
構
築
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

都
市
基
盤
の
整
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、
青
柳
長
沢
線
な
ど
の
早
期
完
成
を
目
指
す
ほ

か
、
富
士
橋
架
け
替
え
工
事
の
促
進
、
中
部
区
の
国
道
52
号
か
さ
上
げ
の
早
期
完
成
や

シ
ビ
ッ
ク
コ
ア
地
区
整
備
の
早
期
実
現
に
向
け
、
国
や
県
に
働
き
か
け
を
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

さ
ら
に
、
公
共
下
水
道
の
未
整
備
区
域
の
早
期
整
備
を
促
進
す
る
ほ
か
、
富
士
川
か

わ
ま
ち
づ
く
り
と
し
て
、
国
土
交
通
省
が
実
施
す
る
低
水
護
岸
工
事
に
合
わ
せ
、
町
民

交
流
広
場
の
整
備
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
工
事
の
本
格
化
に
対
し
て
、
地
域
の
皆
さ
ま
方
の
相
談

窓
口
と
し
て
の
対
応
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
引
き
続
き
地
域
の
自
然
・
歴
史
・
文
化
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
富
士
川

町
に
住
ん
で
よ
か
っ
た
、
こ
れ
か
ら
も
住
み
続
け
た
い
と
実
感
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

今
年
も
皆
さ
ま
に
と
り
ま
し
て
、
良
き
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す

と
と
も
に
、
今
後
と
も
町
政
の
円
滑
な
推
進
に
ご
支
援
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
お

願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

住み続けたいと実感できる
まちづくりにまい進 富士川町長　志　村　　　学
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あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

皆
さ
ま
に
は
、
平
成
27
年
の
輝
か
し
い
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
心
か
ら
お
慶
び
申

し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、4
月
に
は
町
長
選
挙
と
町
議
会
議
員
選
挙
が
執
行
さ
れ
、

新
た
に
16
名
の
議
員
が
誕
生
し
、
二
元
代
表
制
の
一
翼
を
担
い
、
町
政
の
進
展
に
そ
の

役
割
を
果
た
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
国
内
に
目
を
向
け
ま
す
と
、
2
月
中
旬
の
豪
雪
で

は
、
町
内
に
お
い
て
も
1
3
0
㎝
を
超
え
る
記
録
的
な
積
雪
と
な
り
、
交
通
網
が
ま
ひ

す
る
事
態
と
な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
夏
の
前
半
は
酷
暑
と
も
い
え
る
真
夏
の
陽
気
が

続
く
と
と
も
に
、
各
地
で
豪
雨
や
台
風
に
よ
る
被
害
が
発
生
し
、
広
島
県
や
長
野
県
に

お
け
る
土
砂
災
害
で
は
、
多
く
の
貴
い
命
が
犠
牲
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
9
月
下
旬
に
は
御
嶽
山
が
噴
火
し
、
火
山
災
害
と
し
て
は
過
去
に
例
を
見
な

い
57
名
と
い
う
多
く
の
方
の
命
が
奪
わ
れ
ま
し
た
。
自
然
災
害
の
恐
ろ
し
さ
を
痛
感
す

る
と
と
も
に
、
犠
牲
に
な
ら
れ
ま
し
た
皆
さ
ま
に
哀
悼
の
意
を
表
す
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
中
、国
内
で
は
明
る
い
話
題
も
聞
か
れ
、9
月
に
行
わ
れ
た
全
米
オ
ー

プ
ン
テ
ニ
ス
で
は
、錦
織
圭
選
手
が
決
勝
に
進
出
し
、
惜
敗
は
し
ま
し
た
が
、
世
界
の
強

豪
に
挑
む
姿
勢
は
、
全
国
民
に
勇
気
と
感
動
を
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

町
内
で
は
、
4
月
に
待
望
の
峡
南
医
療
セ
ン
タ
ー
が
開
院
し
、
地
域
住
民
の
健
康
と

命
を
守
る
医
療
の
充
実
に
貢
献
し
て
お
り
ま
す
。
7
月
に
は
道
の
駅
富
士
川
が
オ
ー
プ

ン
し
、観
光
情
報
の
発
信
や
交
流
拠
点
と
し
て
、県
内
外
か
ら
の
多
く
の
来
客
で
賑
わ
っ

て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
合
併
5
周
年
の
さ
ま
ざ
ま
な
行
事
が
執
り
行
わ
れ
、
中
で
も
11
月
の
山
車
巡

行
祭
り
は
、
鰍
沢
地
区
か
ら
青
柳
町
地
区
ま
で
距
離
を
延
長
し
、
山
車
に
加
え
て
み
こ

し
や
万
灯
行
列
が
華
を
添
え
、国
道
52
号
は
多
く
の
見
物
客
で
賑
わ
い
を
見
せ
ま
し
た
。

町
に
古
く
か
ら
伝
わ
る
文
化
を
今
後
も
後
世
に
引
き
継
い
で
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
り

ま
す
。

　

さ
て
、
本
年
3
月
8
日
に
は
、
合
併
5
周
年
を
迎
え
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
5
年
間
は
、

町
全
体
の
一
体
感
を
醸
成
す
る
こ
と
に
、
町
民
の
皆
さ
ま
と
行
政
と
議
会
が
一
緒
に

な
っ
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。
今
年
は
、
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
建
設
工
事
に
向

け
て
の
動
き
が
活
発
に
な
る
と
と
も
に
、
公
共
施
設
の
再
配
置
計
画
や
人
口
の
定
住
化

に
向
け
た
環
境
整
備
な
ど
、
新
た
な
課
題
へ
の
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
5
周
年
を
契
機
と
し
て
、
こ
の
町
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
る
た
め
、
第
一
次
総
合
計

画
の
将
来
像
で
あ
り
ま
す
「
暮
ら
し
と
自
然
が
輝
く
交
流
の
ま
ち　

〜
〝
生
涯
〟
快
適

に
暮
ら
せ
る
ま
ち
を
め
ざ
し
て
〜
」
の
目
標
に
向
か
っ
て
、
皆
さ
ま
と
と
も
に
議
会
も

一
緒
に
な
っ
て
歩
ん
で
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

本
年
が
、
皆
さ
ま
に
と
り
ま
し
て
、
す
ば
ら
し
い
飛
躍
の
年
と
な
り
ま
す
よ
う
心
か

ら
お
祈
り
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

迎春
暮らしと自然が輝く交流のまち
〜“生涯”快適に暮らせるまちをめざして〜富士川町議会議長　齊　藤　正　行

（3）平成 27. 1 月号　No.58



　

富
士
川
町
は
、
平
成
22
年
3
月
8
日
に
旧
増
穂
町
と
旧
鰍
沢
町
が
合
併
し
、
誕
生
し
ま
し
た
。『
暮
ら
し
と

自
然
が
輝
く
、
交
流
の
ま
ち
』『〝
生
涯
〟
快
適
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
』
を
目
指
し
て
ス
タ
ー
ト
し
、
平
成
27
年

3
月
に
は
5
年
目
を
迎
え
ま
す
。

　

今
年
度
は
町
制
5
周
年
を
記
念
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
計
画
し
、
開
催
し
て
き
ま
し
た
。
3
月
8
日

に
は
記
念
式
典
を
行
い
、
町
の
皆
さ
ま
と
共
に
お
祝
い
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
町
制
施
行
５
周
年
記
念
事
業

11
／
23
富
士
川
町
太
鼓
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

まほらの郷　鷹座巣小林八幡太鼓

𣇃米銭太鼓保存会

▲ 11/2 山車巡行祭り
　国道 52 号を 4 台の山車が巡行

山車の上でのパフォーマンス▶

11/9 甲州富士川まつり
おすすめの「みみ」はたくさんの野菜や ▶
きのこが入っていて大好評

▼ゆるキャラふれあいコーナー
　県内市町村のゆるキャラと一緒に記念撮影

▲ 10/26 健康ウォーキング大会
　出発前にみんなで甲州弁ラジオ体操

◀�秋空のもと、自分のペースで完走を
目指す参加者

平成 27. 1 月号　No.58（4）



第
14
回
山
梨
県
ジ
ュ
ニ
ア
太
鼓
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル

（
第
17
回
日
本
太
鼓
ジ
ュ
ニ
ア
コ
ン

ク
ー
ル
山
梨
県
予
選
会
）

最
優
秀
賞

　
信
玄
太
鼓
・
飛
竜
（
甲
斐
市
）

笛吹高等学校　すいれき太鼓部 鰍沢ばやし保存会

町
制
施
行
５
周
年
事
業
　
今
後
の
予
定

ま
す
ほ
文
化
ホ
ー
ル

■
1
月
18
日
（
日
）

　
小
椋　
佳

　
「
歌
紡
ぎ
・
闌

た
け
な
わの

会
」

■
2
月
21
日
（
土
）

　
谷
村
新
司　
ト
ー
ク
＆

　
ラ
イ
ブ
キ
ャ
ラ
バ
ン

　
「
コ
コ
ロ
の
学
校
」

■
3
月
21
日
（
土
・
祝
）

　
野
村
万
作
・
萬
斎

　
狂
言
鑑
賞
会

　
こ
れ
か
ら
開
催

さ
れ
る
記
念
事
業
に
、

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
み
ん
な
で
富
士
川
町
町
制
施

行
5
周
年
を
お
祝
い
し
ま
し
ょ

う
。

■
3
月
8
日
（
日
）

　

町
制
施
行
5
周
年
記
念
式
典

　

町
の
歌
、
町
の
鳥　

制
定

◀ �12/7 ゆずの里スー
パークロスカント
リー＆絶景ウォーク
大会

　‌�ラン（ロングの部 32
㎞）スタート‼
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防災行政無線の放送が「聞こえない」「聞き取りづらい」などを
解消するため　戸別受信機（防災ラジオ）による情報伝達を開始します。

　町では、防災情報伝達体制の強化を図るため、電波障害に強いポケットベルと同じ周波数帯を活用した防災ラジ
オによる戸別受信システムを整備しています。この防災ラジオを利用していただくことで、防災情報などを確実に
伝達することができます。
　この戸別受信システムを利用いただくためには、防災ラジオを購入していただく必要があります。
　このため、利用を希望される方について、購入希望の申し込みを受け付けます。

防災ラジオとは……
　通常のAMやFMのラジオ放送を聞いているときでも、全国
瞬時警報システム（Jアラート）や防災行政無線と同じ内容の
放送を受信できる仕組みで、強制的に切り替わり放送が流れま
す。スイッチがオフの状態でも自動的に放送が流れます。

☆難聴者の方には「文字表示機」があります。
・�難聴により、音声が聞き取れない方には、防災ラジオ本体に接続することで、放送内容を文字で表示する「文字
表示機」があります。
・この文字表示機を利用するためには、防災ラジオの購入が必要となります。
・�文字表示機には、タブレット型（サイズ：7インチ）と台座型（防災ラジオと一体型）の2種類があります。（販
売価格は、両機種ともに税込16,500円です。）

　※現在、この文字表示機の購入にあたっては、助成制度を検討しています。

◇申し込み方法

※ �AM・FM ラジオの受信については、通常のラ
ジオと同様です。

★防災ラジオ
　販売価格　17,000円（税込）
　　※利用料込み

本体重量約 600g
大きさ横 19㎝×高さ 12㎝×幅 6.5 ㎝

　お申し込みは、所定の用紙にご記入の上、防災課へ提出するか、区の回覧申込用紙にてお申し込みください。
　なお、所定の用紙については、防災課の窓口で受け取るか、町ホームページからダウンロードしていただくよ
うお願いします。

※第1次募集期限　平成27年1月30日（金）まで
　※�今回ご注文いただいた防災ラジオは、注文生産となるため、納品次第、防災課で現金と引き換えにお渡しし
ます。

●お問い合わせ　防災課　防災担当　☎22−7218　FAX 22−3177

イメージです。
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宝
く
じ
助
成
金
に
よ
り
購
入
し
ま
し
た

　
任
期
満
了
に
よ
る
、
山
梨
県
知
事

選
挙
が
執
行
さ
れ
ま
す
。
あ
な
た
の

大
切
な
一
票
を
投
じ
ま
し
ょ
う
。
ま

ち
づ
く
り
は
あ
な
た
の
一
票
か
ら
始

ま
り
ま
す
。

■
投
票
日
時

　
1
月
25
日
（
日
）

　
午
前
7
時
〜
午
後
8
時

■
投
票
所

　
町
内
に
は
投
票
所
が
19
カ
所
あ
り

ま
す
。
投
票
所
入
場
券
に
書
い
て
あ

る
投
票
所
を
よ
く
確
か
め
て
か
ら
出

か
け
ま
し
ょ
う
。

■
期
日
前
投
票

●
場
所　
役
場
南
別
館

　
期
間　
1
月
9
日
（
金
）
〜

1
月
24
日
（
土
）

　
時
間　
午
前
8
時
30
分
〜
午
後
8
時

●
場
所　
役
場
分
庁
舎

　
　
　
（
旧
鰍
沢
町
役
場
）

　
期
間　
1
月
18
日
（
日
）
〜

1
月
24
日
（
土
）

　
時
間　
午
前
8
時
30
分
〜
午
後
8
時

●
お
問
い
合
わ
せ

　
富
士
川
町
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

　
☎
22
―
7
2
0
1

　
町
で
は
、
人
口
の
増
加
お
よ
び
地

域
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
中
山
間

地
域
な
ど
に
、
定
住
を
目
的
と
し
て

住
宅
用
地
を
取
得
し
た
方
に
、
取
得

費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

◆
対
象
地
域

　
平
林
区
、
小
室
区
、
髙
下
区
、
鰍

沢
南
区
の
一
部
（
天
戸
町
・
駅
前
通

り
に
限
る
）、
中
部
区
、
五
開
区

◆
対
象
者

①�

住
宅
用
地
の
取
得
日
（
土
地
登
記

の
日
）
か
ら
、
2
年
以
内
に
住
宅

を
建
築
し
、定
住
を
開
始
し
た
方
。

②�

建
築
済
み
の
住
宅
用
地
の
取
得
日

か
ら
、
3
カ
月
を
経
過
す
る
日
ま

で
に
、
定
住
を
開
始
し
た
方
。

※�

①
②
と
も
に
定
住
を
開
始
し
て
か

ら
引
き
続
き
5
年
以
上
定
住
す

る
意
思
の
あ
る
方
。

◆
補
助
金
額

　
土
地
代
金
の
3
分
の
1
（
千
円
未

満
切
捨
て
）
以
内
で
、
上
限
は
80
万

円
。

◆
申
請
方
法

　
定
住
を
開
始
し
た
日
か
ら
1
年
以

内
に
、
申
請
書
お
よ
び
添
付
書
類
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
そ
の
他

　
こ
の
制
度
は
、
平
成
26
年
10
月
1

日
以
降
に
住
宅
用
地
を
取
得
し
た
方

を
対
象
と
し
ま
す
。

　
そ
の
ほ
か
、
要
件
が
あ
り
ま
す
の

で
、
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ

　
企
画
課　
企
画
担
当

　
　
　
☎
22
―
7
2
1
6

宝
く
じ
助
成
金
に
よ
り
購
入
し
ま
し
た

　
天
神
中
條
区
で
は
、（
財
）
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
か
ら
「
平
成
26
年
度

自
治
宝
く
じ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
」
を
受
け
備
品
を
購
入
し
ま
し
た
。

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
は
、
宝
く
じ
の
受
託
事
業
収
入
を
財
源
と

し
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
健
全
な
発
展
を
図
る
と
と
も
に
宝
く
じ
の
普
及

広
報
事
業
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

○
一
般
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

・
L
E
D
防
犯
灯	

60
基

・
放
送
設
備
（
ス
ピ
ー
カ
ー
）	

1
基

・
学
習
活
動
視
聴
覚
機
器

　
　
　
（
60
イ
ン
チ
テ
レ
ビ
）	

1
台

【
助
成
金
額
】　
2
5
0
万
円

住
宅
用
地
（
中
山
間
地
域
な
ど
）
取
得
費

補
助
制
度
に
つ
い
て

山
梨
県知事

選
挙

投
票
日
1
月
25
日

▶
L
E
D
防
犯
灯

▶
放
送
設
備
（
ス
ピ
ー
カ
ー
）

▶
学
習
活
動
視
聴
覚

　
機
器
（
テ
レ
ビ
）
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軽自動車税の税率が変わります軽自動車税の税率が変わります
平成 27 年度から

　地方税の一部改正に伴い、軽自動車税の税率が変更になります。車両の種類や登録日によって、適用される税率
が異なりますのでご注意ください。軽自動車税は、毎年4月1日現在の所有者に課税されます。

原動機付自転車および 2 輪車などの税率

3 輪および 4 輪以上の軽自動車の税率

●登録日は、自動車検査証の「初度検査年月」をご確認ください。

平成27年4月2日以降に新車登録する場合……�平成27年度の軽自動車税は課税されません。平成28年度から②
の税率で課税されます。

●お問い合わせ　税務課　軽自動車税担当　☎22−7205

車　　　　　　種
税　　率（年額）

現　　在 平成 27年度以降
原動機付自転車（50cc 以下） 1,000 円 2,000 円
原動機付自転車（50cc 超 90cc 以下） 1,200 円 2,000 円
原動機付自転車（90cc 超 125cc 以下） 1,600 円 2,400 円
原動機付自転車ミニカー（20cc 超 50cc 以下） 2,500 円 3,700 円
2輪の軽自動車（125cc 超 250cc 以下） 2,400 円 3,600 円
2輪の小型自動車（250cc 超） 4,000 円 6,000 円
小型特殊自動車　農耕作業用 1,600 円 2,400 円
小型特殊自動車　その他（フォークリフトなど） 4,700 円 5,900 円

車 種 区 分
税　　　　率（年額）

①�平成27年3月31日
以前に登録済みの車

②�平成 27 年 4月 1日
以降に登録した新車

③登録後 13年を超える車
※平成 28年度から適用

3輪 3,100 円 3,900 円 4,600 円
4輪乗用　自家用 7,200 円 10,800 円 12,900 円
4輪乗用　営業用 5,500 円 6,900 円 8,200 円
4輪貨物　自家用 4,000 円 5,000 円 6,000 円
4輪貨物　営業用 3,000 円 3,800 円 4,500 円

平成 27. 1 月号　No.58（8）



国
民
年
金
加
入
手
続
き
と
そ
の
流
れ

　
20
歳
の
誕
生
月
の
前
月
に
日
本
年

金
機
構
か
ら
加
入
書
類
が
届
き
ま
す
。

　
町
民
生
活
課
保
険
年
金
担
当
ま
た

は
、
竜
王
年
金
事
務
所
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

　
年
金
の
加
入
制
度
が
変
わ
っ
た
と

き
（
例
：
国
民
年
金
→
厚
生
年
金
）

や
、
将
来
年
金
を
請
求
す
る
と
き
な

ど
、
年
金
に
関
す
る
手
続
き
の
際
に

必
要
に
な
り
ま
す
。
一
生
涯
使
用
し

ま
す
の
で
、
大
切
に
保
管
し
て
く
だ

さ
い
。

　
保
険
料
は
20
歳
か
ら
60
歳
ま
で
の

40
年
間
納
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。

平
成
26
年
度

�

月
額
保
険
料
1
5
，2
5
0
円

　
金
融
機
関
や
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス

ト
ア
で
納
め
て
く
だ
さ
い
。

　
口
座
振
替
に
す
る
と
、
納
め
忘
れ

の
心
配
が
あ
り
ま
せ
ん
。
お
得
な
割

引
制
度
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

　
金
融
機
関
窓
口
で
手
続
き
を
お
願

い
し
ま
す
。

　
収
入
が
少
な
く
保
険
料
の
納
付

が
困
難
な
方
は
保
険
料
を
後
払
い

に
で
き
る
猶
予
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　
学
生
の
方
は
、「
学
生
納
付
特
例

制
度
」（
学
生
証
の
コ
ピ
ー
を
申
請

書
に
添
付
し
て
提
出
）、学
生
以
外

で
30
歳
未
満
の
方
は
、「
若
年
者
納

付
猶
予
制
度
」
の
申
請
を
し
て
く

だ
さ
い
。

　
手
続
き
を
し
な
け
れ
ば
、
保
険

料
「
未
納
」
と
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。

　
保
険
料
を
未
納
の
ま
ま
放
置
す

る
と
、将
来
の
老
齢
基
礎
年
金
や
、

い
ざ
と
い
う
と
き
の
障
害
基
礎
年

金
・
遺
族
基
礎
年
金
を
受
け
取
る

こ
と
が
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。
納
め
る
こ
と
が
困
難
な
場
合

は
、
必
ず
猶
予
制
度
の
申
請
を
し

ま
し
ょ
う
。

　
手
続
き
は
町
民
生
活
課
保
険
年

金
担
当
ま
た
は
、
竜
王
年
金
事
務

所
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ

　
竜
王
年
金
事
務
所　
国
民
年
金
課

　
☎
0
5
5
―
2
7
8
―
1
1
0
4

　
町
民
生
活
課　
保
険
年
金
担
当

　
☎
22
―
7
2
0
9

ご
成
人
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
大
人
の
仲
間
入
り
を
す
る
皆
さ
ま
に
、
知
っ

て
い
た
だ
き
た
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
…

　
そ
れ
は
、
国
民
年
金
は
、
老
後
の
生
活
や
、

事
故
・
病
気
に
よ
り
障
害
が
残
っ
た
と
き
な
ど

い
ざ
と
い
う
と
き
の
生
活
を
、
社
会
全
体
で
支

え
よ
う
と
い
う
考
え
で
作
ら
れ
た
仕
組
み
だ
と

い
う
こ
と
で
す
。

　
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
日
本
国
内
に
お
住
ま
い
の
方

は
、
国
民
年
金
に
加
入
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
未
来
へ
と
進
む
皆
さ
ま
に
、
生
涯

寄
り
添
う
年
金
。
20
歳
に
な
っ
た
ら
、
忘
れ
ず
に
国
民

年
金
の
加
入
手
続
き
を
し
ま
し
ょ
う
。

20
歳 
国
民
年
金
に
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

年
金
手
帳
が
届
き
ま
す

2

保
険
料
納
付
書
が
届
き
ま
す

3

国
民
年
金
資
格
取
得
届
の
提
出

1
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第
一
次
富
士
川
町
総
合
計
画
に
基

づ
き
、効
率
的
な
水
道
施
設
の
整
備・

維
持
を
図
る
た
め
、
本
町
簡
易
水
道

を
上
水
道
へ
統
合
す
る
準
備
を
進
め

て
い
ま
す
。鰍
沢
北
区
に
つ
い
て
は
、

老
朽
管
（
石
綿
セ
メ
ン
ト
管
）
の
布

設
替
事
業
が
完
了
し
ま
す
の
で
、
先

行
し
て
平
成
27
年
度
か
ら
上
水
道
事

業
で
維
持
管
理
を
行
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
簡
易
水
道
事

業
で
は
財
源
的
に
出
来
な
か
っ
た
配

水
管
更
新
工
事
な
ど
が
順
次
可
能
に

な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
水
道
料
金
に
つ
き
ま
し
て

は
、
上
水
道
事
業
の
料
金
体
系
（
表

①
）
と
な
り
ま
す
の
で
、
5
月
分
水

道
使
用
料
か
ら
変
わ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
料
金
体
系
の
変
更
に
伴
い
、

一
カ
月
間
の
水
道
使
用
量
が
16
㎥
以

上
ご
利
用
の
皆
さ
ま
に
つ
き
ま
し
て

は
、
料
金
が
上
が
る
こ
と
に
な
り
ま

す
が
、
安
心
し
て
飲
め
る
水
を
安
定

的
に
供
給
し
、
施
設
を
維
持
し
て
い

く
た
め
、
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

4
月
1
日
以
降
の
新
規
加
入
者

は
、
水
道
加
入
金
な
ど
上
水
道
事
業

の
料
金
体
系
と
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
鰍
沢
中
区
、
南
区
の
一
部

（
天
戸
地
区
を
除
く
）に
つ
き
ま
し
て

は
、
平
成
29
年
度
に
上
水
道
へ
の
統

合
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ

　
上
下
水
道
課　
上
水
道
担
当

　
　
　
　
☎
22
―
7
2
0
4

本
町
簡
易
水
道（
鰍
沢
北
区
）が
、
上
水
道
へ
統
合
し
ま
す

本
町
簡
易
水
道（
鰍
沢
北
区
）が
、
上
水
道
へ
統
合
し
ま
す

※上記金額に下水道料金は含まれていません。

1世帯 1カ月当たり水道使用料目安　一般家庭用口径13mmの場合
（量水器使用料を含む・税込金額）

統 合 前 統 合 後
10 ㎥使用 980 円/月 925 円/月 △ 55 円
16 ㎥使用 1,565 円/月 1,575 円/月 10 円
30 ㎥使用 2,925 円/月 3,085 円/月 160 円
50 ㎥使用 4,870 円/月 5,355 円/月 485 円

◀ 
 

上
水
道
に
統
合
す
る
区
域
（
鰍
沢
北
区
）

表①　水道事業別水道料金体系
本町簡易水道事業
水道使用料（税抜）
区  分 単  価

基本料金 850 円
超過料金 90 円/㎥

上水道事業水道使用料（税抜）
単  価 摘　　要
800 円 10 ㎥まで

100 円/㎥ 11 ㎥から 40 ㎥まで
110 円/㎥ 41 ㎥以上

平成 27. 1 月号　No.58（10）



富士川町職員の給与などを公表します
　富士川町職員の給与は、基本給としての給料と扶養手当や通勤手当などの諸手当から成り立ち、その職
務や責任の度合いに応じ、国・県の職員給与や民間給与などを考慮して、町議会の審議を経て「職員給与
条例」で決められています。

◎人件費の状況（平成 25年度普通会計決算） ◎部門別職員数の状況（平成 26年 4月 1日現在）

◎職員の初任給の状況（平成 26年 12月 1日現在） ◎職員手当の状況（平成 26年 12月 1日現在）

（平成 26年 12月 1日現在）

◎特別職の報酬等の状況（平成 26年 12月 1日現在）

◎職員給与費の状況（平成 26年度一般会計当初予算）

◎職員の平均給料月額平均年齢の状況
（平成 26年給与実態調査）

区　分 人　口
H25.4.1 現在

歳出総額
🄐　千円

うち人件費
🄑　千円

比　率
🄑 /🄐

25 年度 16,412 人 7,884,509 1,260,707 16.0 ％

※�人件費には、特別職に支給される給料・報酬なども含まれて
います。

区分 一般行政 教　　育 公営企業等 合　　計

職員数 145 人 14 人 16 人 175 人

前年比 △ 4人 △ 1人 ± 0 △ 5人

※教育の中には、教育長が含まれています。

区　　　分 富士川町 国

一　般
行政職

大学卒 174,200 円 174,200 円

高校卒 142,100 円 142,100 円

区
分 支給月

富士川町（月分） 国（月分）

期末手当 勤勉手当 期末手当 勤勉手当

期
末
勤
勉
手
当

6月期 1.20 0.675 1.225 0.675

（1.00） （0.875） （1.025） （0.875）

12 月期 1.40 0.825 1.375 0.825

（1.20） （1.025） （1.175） （1.025）

合　計 2.60 1.50 2.60 1.50

（2.20） （1.90） （2.20） （1.90）

退
職
手
当

年　数 自己都合 勧奨定年 自己都合 勧奨定年

勤続20年 20.44 月 25.55625月 20.44 月 25.55625月

勤続 30年 36.105 42.4125 36.105 42.4125

勤続 40年 46.545 49.59 46.545 49.59

最高限度 49.59 49.59 49.59 49.59
※（　）内は、特定幹部に適用。

給　与　の　内　容
◆毎月決まって支給されるもの
※給　　料	 職種や職務に応じて給料表に定める額を支給
※扶養手当	 配偶者 13,000 円、その他の扶養親族 6,500 円
※住居手当	 �借家の場合、家賃が 12,000 円を超える時に支

給し、家賃の額に応じ最高 27,000 円まで
※通勤手当	 �通勤方法により異なりますが、交通機関利用の

場合、運賃 55,000 円まで支給（自動車利用者
は、通勤距離に応じ支給）

◆特殊な職務・勤務に従事したとき、実績に応じ支給される
※特殊勤務手当　�危険、困難、不快、不健康な勤務についた

とき
※時間外手当　正規の勤務時間を超えて勤務したとき

◆臨時に支給されるもの
※期末・勤勉手当　�ボーナスに相当する手当　年間 4.10 月

分
※退　職　手　当　退職時に支給

区　　　分 給料月額 期末手当

特　

別　

職

町　長 685,000 円 	   6 月期	 1.9 月分

副町長 568,000 円 	 12 月期	 2.15 月分

教育長 538,000 円 	 合　計	 4.05 月分

区　分 職員数
🄐

給　　与　　費　（千円）

給　料 職員手当 期末勤勉手当 合計🄑

26年度 161 人 595,087 68,758 213,148 876,993

一人当たりの給与費（B/A） 5,447,161 円

※�特別職に支給される給料・報酬などは含まれていません。ま
た、職員手当には退職手当は含まれていません。

区　　　分 平均給料月額 平均年齢

一般行政職 308,400 円 40.9 歳
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広
告
入
り
封
筒
の
寄
附
者
を

募
集
し
ま
す

　
町
で
は
、
自
主
財
源
の
確
保
を
目

的
と
し
て
、
業
務
に
お
い
て
使
用
す

る
封
筒
（
広
告
入
り
）
を
寄
附
し
て

い
た
だ
け
る
方
（
法
人
）
を
募
集
し

ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
い
た
だ
く
か
、
担
当
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　
財
政
課　
財
産
管
理
担
当

　
　
　
☎
22
―
7
2
0
6

町
有
地
を
随
時
売
却
し
ま
す

　
町
で
は
、
一
般
競
争
入
札
で
不
調

に
終
わ
っ
た
町
有
地
を
随
時
売
却
し

ま
す
。
購
入
を
希
望
さ
れ
る
方
（
法

人
可
）
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
い
た
だ
く
か
、
担
当
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
な
お
、
表
示
価

格
が
売
却
額
と
な
り
、
申
し
込
み
先

着
順
（
同
日
の
場
合
は
く
じ
引
き
）

で
購
入
者
を
決
定
し
ま
す
。

◆
売
却
物
件
（
売
却
価
格
）

鰍
沢
字
起
シ
60
番
7

　
宅　
地�

3
6
0・5
6
㎡

�

（
8
2
2
万
円
）

鰍
沢
字
起
シ
1
3
3
番
1

　
宅　
地�

3
4
9・8
8
㎡

�

（
8
5
5
万
円
）

長
澤
字
新
東
2
3
7
7
番
1

　
宅　
地�

1
8
3・3
7
㎡

�

（
2
5
9
万
円
）

●
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　
財
政
課　
財
産
管
理
担
当

　
　
　
☎
22
―
7
2
0
6

■
確
定
申
告
書
作
成
・
相
談
会
場

◇
日
時　
2
月
12
日
（
木
）
〜

3
月
31
日
（
火
）

　
　
　
　
（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

◇
受
付　
午
前
8
時
30
分
〜

　
　
　
　
（
提
出
は
午
後
5
時
ま
で
）

◇
相
談　
午
前
9
時
〜
午
後
5
時

◇
場
所　
鰍
沢
税
務
署

■
税
理
士
に
よ
る
無
料
申
告
相
談
会

　
所
得
税
、
復
興
特
別
所
得
税
、
個

人
消
費
税
（
土
地
、
建
物
、
株
式
な

ど
の
譲
渡
所
得
の
あ
る
も
の
は
除

く
）
の
相
談
会
で
す
。

◇
日
時　
2
月
4
日
（
水
）

◇
時
間　
午
前
10
時
〜
正
午

　
　
　
　
午
後
1
時
〜
午
後
4
時

◇
場
所　
市
川
三
郷
町
役
場

　
　
　
　
1
階
会
議
室

作
成
・
相
談
に
行
く
と
き
は
…

・�

印
鑑
、
源
泉
徴
収
票
、
前
年
の
申

告
書
の
控
え
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

・�

医
療
費
控
除
の
医
療
費
の
金
額
な

ど
は
、
あ
ら
か
じ
め
集
計
し
て
お

い
て
く
だ
さ
い
。

・�

混
雑
時
に
は
、
受
け
付
け
を
早
め

に
締
め
切
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

■
国
外
財
産
調
書
の
提
出
を

　
平
成
26
年
12
月
31
日
に
合
計
額
が

5
千
万
円
を
超
え
る
国
外
財
産
を
有

す
る
方
は
3
月
16
日
（
月
）
ま
で
に

「
国
外
財
産
調
書
」を
提
出
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

■
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　「
確
定
申
告
書
作
成
コ
ー
ナ
ー
」で

申
告
書
が
作
成
で
き
ま
す
。

　
作
成
が
終
わ
っ
た
ら
…

①�

印
刷
し
て
税
務
署
に
郵
送
な
ど
に

よ
り
提
出

②
e
‐
T
a
x
で
電
子
送
信

　
※
事
前
準
備
が
必
要
で
す
。

●
親
子
で
考
え
る
税
に
関
す
る
標
語

優
秀
作
品

東
京
地
方
税
理
士
会
甲
府
支
部
長
賞

増
穂
小
学
校
6
年　
河
住
朋
子
さ
ん

�

圭
彦
さ
ん

●
中
学
生
の「
税
に
つ
い
て
の
作
文
」

優
秀
作
品

東
京
国
税
局
管
内
納
税
貯
蓄
組
合
連

合
会
長
賞

増
穂
中
学
校
3
年　
土
橋
祐
太
さ
ん

鰍
沢
税
務
署
長
賞

増
穂
中
学
校
3
年　
神
田
菜
月
さ
ん

●
税
に
関
す
る
絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー

ル入
賞
作
品

鰍
沢
法
人
会
長
賞

増
穂
小
学
校
5
年　
長
澤
洸
青
さ
ん

鰍
沢
税
務
署
長
賞

増
穂
小
学
校
5
年　
渡
邊
隆
浩
さ
ん

鰍
沢
法
人
会
女
性
部
会
長
賞

増
穂
小
学
校
5
年　
宮
澤
公
輔
さ
ん

税
に
関
す
る
作
品
の

優
秀
作
品

募

集

知

お

ら

せ
　
早
め
に
準
備
を
し
て
期
限
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。振
替
日
は
口
座
振

替
を
利
用
さ
れ
る
方
の
預
貯
金
口
座
か
ら
の
引
き
落
と
し
日
で
す
。

税
　
　
　
目

申
告
・
納
税
期
限

振
　
替
　
日

贈
与
税

3
月
16
日
（
月
）

申
告
所
得
税
お
よ
び

復
興
特
別
所
得
税

4
月
20
日
（
月
）

消
費
税
お
よ
び

地
方
消
費
税（
個
人
事
業
者
）

3
月
31
日
（
火
）

4
月
23
日
（
木
）

●
送
付
先
・
お
問
い
合
わ
せ

　
〒
4
0
0
―
0
6
9
3

　
富
士
川
町
鰍
沢
1
5
0
2
―
1

　
鰍
沢
税
務
署
☎
22
―
3
1
9
1

税
に
関
す
る
作
品
の

優
秀
作
品

鰍
沢
税
務
署
か
ら
確
定
申
告
な
ど
の
お
知
ら
せ

10㎜以上

10㎜以上

20㎜
以上

封筒裏面

35㎜以上

　　　　　　　　　　　広告スペース

裏面

▲一般用長形 3 号封筒のイメージ

平成 27. 1 月号　No.58（12）



※
要
予
約

●
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　
県
司
法
書
士
会
調
停
セ
ン
タ
ー

　
☎
0
5
5
―
2
5
3
―
6
9
0
0

梯は
し

子ご

乗
り
を
ご
覧
く
だ
さ
い

　
1
月
11
日
（
日
）
午
前
9
時
か
ら

利
根
川
公
園
ス
ポ
ー
ツ
広
場
に
て
行

わ
れ
る
消
防
団
出
初
式
に
お
い
て
、

富
士
川
町
指
定
無
形
文
化
財
で
あ
る

「
梯は

し

子ご

乗
り
」
が
披
露
さ
れ
ま
す
。

　
皆
さ
ま
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ

　
　
　
防
災
課　
防
災
担
当

　
　
　
☎
22
―
7
2
1
8

サ
ッ
カ
ー
体
験
教
室
開
催

　
11
月
30
日
（
日
）
鰍
沢
小
グ
ラ
ウ

ン
ド
で
サ
ッ
カ
ー
教
室
を
開
催
し
ま

し
た
。
年
長
児
と
小
学
生
合
わ
せ
て

12
人
が
基
本
練
習
と
ミ
ニ
ゲ
ー
ム
を

楽
し
み
ま
し
た
。

　

定
例
開
催
日
に
は
、
キ
ッ
ク
、

シ
ュ
ー
ト
な
ど
の
基
本
練
習
を
中
心

に
活
動
し
て
い
ま
す
。

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
交
流
会
の
開
催

　
10
月
5
日
（
日
）
富
士
川
ふ
れ
あ

い
ス
ポ
ー
ツ
広
場
で
「
鰍
沢
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
愛
好
会
」
の
皆
さ
ん
と

の
交
流
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
約
30

人
が
参
加
し
、
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
を

目
指
し
て
プ
レ
ー
し
ま
し
た
。
次
回

は
来
春
に
開
催
予
定
で
す
。

お
知
ら
せ

　
「
第
5
回
富
士
川
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ・

ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会
」
を
3
月
に
開

催
予
定
で
す
。
詳
細
は
あ
ら
た
め
て

お
知
ら
せ
し
ま
す
。
皆
さ
ん
の
参
加

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
定
例
開
催
日
を
く
ら
し
の
カ
レ
ン

ダ
ー
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ

か
じ
ま
る
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
事
務
局

（
教
育
委
員
会
内
）

　
　
　
☎
22
―
5
3
6
1

「
相
続
登
記
は
お
済
み
で
す
か
」月
間

　
山
梨
県
司
法
書
士
会
で
は
、相
続・

遺
言
・
成
年
後
見
に
関
す
る
無
料
法

律
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

◆
日
時　
2
月
7
日
（
土
）

　
　
　
　
午
後
1
時
〜
午
後
4
時

◆
場
所　
町
民
会
館
A
・
B
会
議
室

※
予
約
不
要
・
先
着
順

●
お
問
い
合
わ
せ

　

県
司
法
書
士
会
総
合
相
談
セ
ン

タ
ー

　
☎
0
5
5
―
2
5
3
―
2
3
7
6

第
1
回
A
D
R
井
戸
端
サ
ミ
ッ
ト

IN
甲
府

◆
日
時　
2
月
15
日
（
日
）

　
　
午
前
10
時
〜
午
後
12
時
20
分

◆
場
所　
岡
島
百
貨
店　
ロ
ー
ヤ
ル

会
館

◆
内
容

第
1
部　
講
演

テ
ー
マ
「
聞
く
力
と
は
」
筒
井
真
理

子
さ
ん
（
女
優
・
甲
府
出
身
）

第
2
部　
座
談
会
（
A
D
R
な
ど
に

つ
い
て
）

◆
締
め
切
り　
1
月
30
日
（
金
）

　町では、大雪が降った場合、町の主要幹線道路につ
いて除雪を行っております。主要幹線道路以外の道路
や路地、歩道などの除雪については、大変申し訳あり
ませんが、各地域の皆さまにご協力をお願いしていま
す。
　また、除雪の際には大変危険ですので道路や水路に
雪を出さないようお願いします。

●お問い合わせ　建設課　土木担当　☎22−7203

か
じ
ま
る
ス
ポ
ー
ツ
だ
よ
り

安
全
運
転
を
守
り

交
通
事
故
防
止
を

●�

速
度
規
制
や
天
候
に
応
じ
た
安

全
速
度

●�

交
差
点
な
ど
に
お
け
る
安
全
確
認

●
横
断
歩
行
者
の
保
護

●
薄
暮
時
の
早
め
の
ラ
イ
ト
点
灯

●�

後
部
座
席
も
含
め
た
シ
ー
ト
ベ

ル
ト
の
全
席
着
用

●
飲
酒
運
転
の
根
絶

●�

夜
間
歩
行
時
に
は
反
射
材
の
活
用

　11月30日（日）、町民会館において、
『第5回ふじかわカップ小中学生将棋大
会』が開催されました。県内外から55人
のちびっ子棋士が参加し熱戦を繰り広げ
ました。

　【入賞者】
◆中学生の部（Aブロック）
優　勝　三塚新さん（大月東中2年）
準優勝　遠藤有真さん（駿台甲府中1年）

◆小学校5・6年生の部（Aブロック）
優　勝　國友駿介さん（富河小6年）
準優勝　佐藤聖さん（玉穂南小5年）

◆小学校4年生以下の部（Aブロック）
優　勝　今村暁さん（増穂小1年）
準優勝　玉田直暉さん（竜王小4年）

大雪時の除雪にご協力を大雪時の除雪にご協力を

鰍
沢
警
察
署
か
ら

鰍
沢
警
察
署
か
ら

☎
22
―
0
1
1
0

ふじかわ
カップの結果
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世
界
の
「
食
」
を
通
じ
て

　
　
　
交
流
し
よ
う

　

11
月
9
日
、
ま
す
ほ
児
童
セ
ン

タ
ー
前
庭
に
お
い
て
、第
19
回「
ワ
ー

ル
ド
グ
ル
メ
プ
ラ
ザ
」
を
開
催
し
ま

し
た
。

　
今
年
も
、
よ
り
た
く
さ
ん
の
人
た

ち
に
こ
の
イ
ベ
ン
ト
と
協
会
を
知
っ

て
も
ら
う
た
め
に
、
甲
州
富
士
川
ま

つ
り
と
同
時
開
催
し
、中
国
、台
湾
、

タ
イ
、
イ
ン
ド
、
韓
国
、
ド
イ
ツ
、

ブ
ラ
ジ
ル
の
7
カ
国
の
料
理
を
振
る

舞
い
ま
し
た
。

　
ま
た
今
年
は
、「
J
A
ま
つ

り
」
と
「
ゆ
る
キ
ャ
ラ
ふ
れ

あ
い
コ
ー
ナ
ー
」
と
の
合
同

ス
テ
ー
ジ
を
企
画
し
、
フ
ラ

メ
ン
コ
、
韓
国
伝
統
舞
踊
、

台
湾
出
身
歌
手
リ
ュ
ウ
・
メ

イ
ア
さ
ん
の
歌
を
披
露
し
ま

し
た
。

　
甲
州
富
士
川
ま
つ
り
と
同

時
開
催
と
い
う
こ
と
も
あ

り
、
大
勢
の
方
に
ご
来
場
い

た
だ
き
、
大
盛
況
と
な
り
ま

し
た
。

　
今
後
も
「
食
」
を
き
っ
か

け
に
、
よ
り
多
く
の
方
に
国

際
交
流
に
関
心
を
持
っ
て
い

た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
今
年
も
雪
の
心
配
な
季
節
が
や
っ

て
き
ま
し
た
。雪
か
き
は
単
調
で
き
つ

く
重
労
働
で
す
。作
業
後
に
は
足
腰
な

ど
痛
み
が
発
生
し
ま
す
。

　
し
か
し
、や
り
方
に
よ
っ
て
、冬
の

運
動
の
一
つ
と
し
て
健
康
に
役
立
て

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。も
っ
と
有
効
的

に
、も
っ
と
安
全
に
す
る
コ
ツ
を
お
伝

え
し
ま
す
。

準
備
運
動
・
整
理
体
操
を
す
る

　
重
い
雪
を
運
ぼ
う
と
し
て
力
む
と

血
圧
と
脈
拍
が
急
上
昇
し
ま
す
。身
体

へ
の
急
激
な
負
担
を
減
ら
す
た
め
、準

備
体
操
を
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、下
半

身
に
血
液
が
溜
ま
り
が
ち
に
な
り
ま

す
。
終
了
後
に
は
、下
半
身
の
血
液
を

全
身
に
循
環
さ
せ
る
イ
メ
ー
ジ
で
、整

理
体
操
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

服
装
を
万
全
に
す
る

　
作
業
を
し
て
い
る
と
体
が
温
ま
り

汗
を
か
き
ま
す
。
体
温
調
整
し
や
す

い
、重
ね
着
が
お
勧
め
で
す
。
背
中
に

タ
オ
ル
を
入
れ
て
お
く
と
良
い
で

し
ょ
う
。

体
全
体
を
使
い
、
正
し
い
姿
勢

　
雪
か
き
は
腕
の
力
だ
け
に
頼
る
の

で
は
な
く
、足
腰
も
使
い
ま
し
ょ
う
。

背
筋
を
伸
ば
し
て
膝
を
曲
げ
、体
全
体

で
持
ち
上
げ
る
よ
う
に
し
ま
す
。

　
腰
を
痛
め
る
原
因
に
な
る
の
で
、体

を
ひ
ね
る
こ
と
は
危
険
で
す
。投
げ
出

し
た
い
方
向
に
体
の
向
き
を
変
え
て
、

正
面
に
捨
て
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

体
調
管
理
は
し
っ
か
り
と

　
疲
れ
て
い
る
と
き
、風
邪
を
ひ
い
て

い
る
と
き
に
は
、作
業
は
し
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。作
業
中
に
体
調
不
良

を
感
じ
た
ら
休
む
こ
と
が
大
切
で
す
。

ま
た
、水
筒
な
ど
を
用
意
し
、水
分
補

給
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

2
人
以
上
で
作
業

　
作
業
中
は
、
屋
根
か
ら
の
雪
の
落

下
、除
雪
機
に
よ
る
事
故
な
ど
、予
期

し
な
い
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し
ま
す
。も

し
も
の
た
め
に
、2
人
以
上
で
作
業
を

し
ま
し
ょ
う
。
作
業
前
に
、家
族
や
近

所
に
声
を
か
け
る
こ
と
、ま
た
、携
帯

電
話
も
身
に
つ
け
て
お
く
こ
と
も
大

切
で
す
。

　
以
上
の
点
に
注
意
し
、「
大
変
な
雪

か
き
」
か
ら
「
運
動
に
役
立
つ
雪
か

き
」
に
変
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

健康いきいき
情 報

健康いきいき
情 報

今月は国際交流協会
事務局が担当です。
☎ 22−7209

冬
の
運
動
に
〜
雪
か
き
の
コ
ツ
〜

冬
の
運
動
に
〜
雪
か
き
の
コ
ツ
〜

毎月 19 日 は「食育の日」みんなで食べよう！ 夕ごはん

今月は、佐野保健師です。

　
富
士
川
町
国
際
交
流
協
会
は
、
世
界
各
国
の
人
た
ち
と
色
々
な
交
流
を

通
し
て
、
絆
を
強
め
、
町
民
の
国
際
意
識
の
向
上
を
図
り
、
相
互
の
親
善

を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に
活
動
し
て
い
る
団
体
で
す
。

　
本
協
会
で
は
、
毎
年
「
ワ
ー
ル
ド
グ
ル
メ
プ
ラ
ザ
」
を
開
催
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
〜
世
界
の
「
食
」
を
通
じ
て
交
流
し
よ
う
！
〜
を
テ
ー
マ

に
、
世
界
各
国
の
料
理
の
販
売
、
協
会
活
動
の
展
示
、
世
界
の
舞
踊
な
ど

を
行
い
、
世
界
各
国
の
人
た
ち
と
交
流
を
深
め
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し

た
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
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こ
の
タ
イ
ト
ル
を
書
き
な
が
ら
、

ふ
っ
と
子
供
の
頃
、
正
月
に
遊
ん
だ

『
福
笑
い
』
を
思
い
出
し
ま
し
た
。

　
目
隠
し
を
し
て
お
多
福
な
ど
の
輪

郭
を
描
い
た
紙
の
上
に
、
目
や
口
な

ど
の
部
分
を
並
べ
、
出
来
上
が
っ
た

顔
を
見
て
み
ん
な
で
笑
い
楽
し
む
も

の
で
す
。
み
ん
な
で
大
笑
い
し
て
福

を
呼
ん
だ
の
で
し
ょ
う
。

　
最
近
、
お
腹
を
抱
え
て
笑
う
よ
う

な
出
来
事
は
あ
り
ま
し
た
か
？　
涙

を
流
し
て
お
な
か
が
痛
く
な
る
く
ら

い
笑
い
転
げ
る
こ
と
は
、
年
を
取
る

ほ
ど
少
な
く
な
っ
て
き
た
よ
う
に
思

い
ま
す
。
で
も
、
微
笑
ん
だ
り
、

ち
ょ
っ
と
声
を
上
げ
て
笑
っ
た
り
は

し
て
い
ま
す
よ
ね
。
た
と
え
「
作
り

笑
い
」
で
も
、
笑
う
と
い
う
こ
と
は

身
体
を
活
性
化
さ
せ
、
健
康
に
幸
せ

に
暮
せ
る
と
い
う
の
で
す
。

　
で
は
、「
笑
う
」と
体
の
中
で
は
何

が
起
こ
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。

　
笑
う
と
、
脳
が
刺
激
さ
れ
神
経
へ

伝
わ
り
、
そ
こ
で
免
疫
機
能
ホ
ル
モ

ン
が
分
泌
さ
れ
ま
す
。
白
血
球
の
一

つ
で
あ
る
リ
ン
パ
球
で
が
ん
細
胞
や

細
菌
に
感
染
し
た
細
胞
を
死
滅
さ

せ
、
が
ん
細
胞
の
殺
し
屋
と
し
て
有

名
な
ナ
チ
ュ
ラ
ル
キ
ラ
ー
細
胞
が
活

性
化
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
モ
ル
ヒ
ネ

の
数
倍
も
の
鎮
痛
作
用
と
快
感
作
用

の
あ
る
ベ
ー
タ
―
エ
ン
ド
ル
フ
ィ
ン

の
ホ
ル
モ
ン
が
大
量
に
分
泌
さ
れ
ま

す
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
笑
う
こ

と
に
よ
り
身
体
が
活
性
化
さ
れ
、
免

疫
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
、
自
己
治
癒
力
が

向
上
す
る
の
で
す
。
ま
た
、
腹
式
呼

吸
に
よ
る
効
果
も
あ
り
、
肺
の
強
化

に
も
つ
な
が
り
ま
す
。〈
笑
い
の
効
果

よ
り
〉

　
よ
く
笑
っ
て
い
る
人
は
長
生
き
を

し
、
病
気
に
な
り
に
く
く
、
友
人
関

係
も
う
ま
く
い
く
よ
う
で
す
。
そ
の

上
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
強
化

さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
ビ
ジ
ネ
ス
な

ど
に
も
効
果
が
あ
る
と
の
こ
と
で
す
。

　
誰
も
が
、
毎
日
を
は
つ
ら
つ
と
し

た
笑
顔
で
い
き
い
き
と
過
ご
し
た
い

も
の
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
①
家

庭
で
は
、
家
族
み
ん
な
が
お
互
い
を

思
い
や
り
な
が
ら
協
力
す
る
こ
と
。

②
職
場
で
は
、
誰
も
が
働
き
や
す
い

環
境
を
整
え
る
こ
と
。③
地
域
で
は
、

世
代
や
性
別
を
超
え
た
多
様
な
意
見

を
反
映
さ
せ
る
こ
と
。
な
ど
、
み
ん

な
で
協
力
し
、
自
分
ら
し
く
輝
い
て

生
き
ら
れ
る
社
会
を
つ
く
っ
て
い
く

こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

［11月分］　

工　事　名　・　件　名 場　　所 落札金額（円）
（消費税抜） 落　札　者

公共施設清掃業務委託 富 士 川 町 1,370,000 ㈱日本リフレッシュ

穂積簡水上手配水池系統導水管布設実施設計業務委託 小 室 1,490,000 オリジナル設計㈱

富士川町消防団第 3分団詰所設計業務委託 長 澤 1,250,000 NS 建築設計事務所

町道下高下 2号線測量設計等業務委託 髙 下 5,600,000 ㈱ケイコンサルタント

大法師公園桜植栽工事 鰍 沢 2,500,000 山 梨 ガ ー デ ン ㈱

道の駅「富士川」駐車場案内施設整備工事 青 柳 町 2,600,000 大 面 建 設 ㈱

低区配水池緊急遮断弁更新工事 最 勝 寺 39,990,000 ㈱ 伸 電 工 業

鳥屋柳川水源取水ポンプ更新工事 鳥 屋 1,620,000 ㈱ 関 東 日 立

本町地区簡易水道配水管布設替工事 鰍 沢 5,640,000 ㈲ 長 澤 水 道

東川拡幅に伴う揚水施設機能補償工事（ 1工区） 大 椚 22,000,000 ㈱山梨ボーリング

東川拡幅に伴う揚水施設機能補償工事（ 2工区） 大 椚 18,100,000 岩 間 井 戸 工 業 ㈱

増穂西小学校閉校記念碑製作設置工事 平 林 1,250,000 ㈱ 小 野 石 材 店

町道青柳 11 号線舗装工事 青 柳 町 24,580,000 ㈱ 早 野 組

町道青柳長沢線舗装工事（ 2工区） 長 澤 23,000,000 ㈱ 中 村 建 設

富士川西部広域農道舗装打換工事 天神中條・𣇃米 6,900,000 丸 浜 舗 道 ㈱

富士川町汚水枝線 37−2−1−26−8 号管布設工事 駅前通 2丁目 11,550,000 ㈱ フ カ サ ワ

町道𣇃米長沢線水路改修工事 𣇃 米 1,730,000 ㈲ 井 上 興 業

道の駅「富士川」屋外トイレ増築工事 青 柳 町 10,730,000 源 工 業 ㈱

入 札 結 果 を 報 告 し ま す

笑う門には
福来たる

富士川町男女共同参画準備
委員会
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【
イ
ベ
ン
ト
情
報
】

F
U
J
I
コ
レ
2
0
1
5

町
民
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー

■
2
月
1
日
（
日
）
午
後
2
時
開
演

（
入
場
無
料
）

　
町
民
モ
デ
ル
の
皆
さ
ん
が
笑
顔
で

登
場
。
今
年
も
楽
し
く
元
気
に
、
晴

れ
が
ま
し
く
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー

を
開
催
し
ま
す
。
ご
家
族
、
お
友
達

皆
さ
ん
で
応
援
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

【
チ
ケ
ッ
ト
情
報
】

■
1
月
14
日
（
水
）
発
売
！
①

不
滅
の
名
曲
20
曲
演
奏
！

チ
ェ
コ
・
フ
ィ
ル
・
ス
ト
リ
ン
グ
・
カ
ル
テ
ッ
ト

◇
開
催
日
時　
3
月
5
日
（
木
）

　
　
　
　
　
　
午
後
7
時　
開
演

◇
入
場
料　
全
席
指
定
3
0
0
0
円

（
文
化
ホ
ー
ル
友
の
会
員
2
8
0
0

円
）
中
学
生
以
下
5
0
0
円
特
別
料

金※
未
就
学
児
は
入
場
で
き
ま
せ
ん
。

■
1
月
14
日
（
水
）
発
売
！
②

好
評
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

「
ス
イ
ー
ツ・ク
ラ
シ
ッ
クVol.6

」

◇
開
催
日
時　
2
月
14
日
（
土
）

　
　
　
　
　
　
午
後
2
時　
開
演

◇
入
場
料　
自
由
席
1
0
0
0
円

（
ス
イ
ー
ツ
・
ド
リ
ン
ク
付
き
）

■
1
月
17
日
（
土
）
発
売
！

町
制
施
行
5
周
年
記
念

野
村
万
作
・
萬
斎

狂
言
鑑
賞
会

◇
開
催
日
時　
3
月
21
日
（
土・祝
）

　
　
　
　
　
　
午
後
3
時　
開
演

◇
入
場
料　
全
席
指
定
4
5
0
0
円

（
文
化
ホ
ー
ル
友
の
会
員
4
3
0
0
円
、
中
学
生
以

下
1
0
0
0
円
）※
未
就
学
児
は
入
場
で
き
ま
せ
ん
。

町
が
ま
る
ご
と
ス
タ
ジ
オ
！

　
町
内
の
映
画
ロ
ケ
地
や
出
演

者
を
募
集（
登
録
制
）し
ま
す
。

　
あ
な
た
の
自
宅
が
、お
店
が
、

会
社
が
ロ
ケ
地
に
変
身
！　
映

画
出
演
も
体
験
で
き
ま
す
！

　
文
化
ホ
ー
ル
で
は
、
矢
崎
仁

司
監
督
（
富
士
川
町
在
住
）
指

導
「
映
画
制
作
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
」
に
ロ
ケ
地
を
ご
提
供
い
た

だ
け
る
個
人
・
企
業
・
団
体
や
、

出
演
者
を
募
集
し
登
録
し
て
い

ま
す
。

◇
ご
協
力
い
た
だ
い
た
方
に
は

記
念
に
撮
影
し
た
完
成
作
品
の

D
V
D
を
贈
呈
い
た
し
ま
す
。

作
品
の
思
い
出
や
、
提
供
者
と

し
て
の
P
R
に
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

※�

詳
細
は
文
化
ホ
ー
ル
に
お
問

い
合
せ
く
だ
さ
い
。

〜
こ
れ
ま
で
の
ロ
ケ
地
提
供
様
例
〜

▶
ノ
ア
の
箱
舟
様

　（
青
柳
町
）

▶
矢
崎
酒
店
様

　（
鰍
沢
中
）

ま
す
ほ
文
化
ホ
ー
ル

　
お
問
い
合
わ
せ
☎
22
―
8
8
1
1

日
時
　

1
月
12
日
（
月
・
祝
）
／
開
演
　
午
後
2
時
（
開
場
午
後
1
時
30
分
）

自
由
席
　
7
0
0
円
（
高
校
生
以
下
無
料
）

日
時
　

1
月
24
日
（
土
）
25
日
（
日
）
／
上
映
　
午
後
1
時
（
開
場
午
後
12
時
30
分
）

自
由
席
　
5
0
0
円
（
2
作
品
鑑
賞
料
）

■
12
月
7
日
　
小
椋
佳
「
歌
紡

ぎ
・
闌
の
会
」
中
止
の
お
詫
び

と
代
替
公
演
の
お
知
ら
せ

　
本
人
の
体
調
不
良
に
よ
り
中

止
と
な
り
ま
し
た
こ
と
を
お
詫

び
申
し
上
げ
、
代
替
公
演
に
つ

い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

〈
代
替
公
演
〉

◇
開
催
日
時
1
月
18
日
（
日
）

　
　
　
　
午
後
5
時
30
分
開
演

12
月
7
日
公
演
の
チ
ケ
ッ
ト
を

お
使
い
い
た
だ
け
ま
す
の
で
、

大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
払
戻
し
を
ご
希
望
の
方
〉

　
チ
ケ
ッ
ト
を
文
化
ホ
ー
ル
ま

で
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

払
戻
し
期
限：1
月
15
日
（
木
）

午
後
5
時
（
期
限
を
過
ぎ
ま
す

と
払
戻
し
が
で
き
な
く
な
り
ま

す
の
で
、ご
注
意
く
だ
さ
い
。）
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【
短　

歌
】

競
い
合
う
事
に
疲
れ
て
街
路
樹
の
み
ず
き
紅
葉
は
ほ
ろ
ほ
ろ
と
散
る

	

堀
内　

竹
子

ス
ー
パ
ー
の
帰
り
に
寄
り
し
子
の
墓
に
缶
コ
ー
ヒ
ー
の
微
糖
楽
し
む

	

秋
山
美
弥
子

わ
が
母
の
絆
の
着
物
こ
の
夏
は
い
と
も
涼
し
き
モ
ン
ペ
に
な
り
き

	

堀
内　

久
子

【
俳　

句
】

休
診
を
つ
げ
る
貼
り
紙
そ
ぞ
ろ
寒	

渡
辺　

春
江

花
柊
棺
に
釘
打
つ
音
響
き	

吉
武
み
ど
り

き
し
き
し
と
葉
を
掻
き
分
け
て
大
根
引
く	

矢
崎　

節
子

【
川　

柳
】

デ
ン
グ
熱
か
と
り
線
香
買
う
日
本	

鮎
川　

弘
子

急
逝
の
友
思
い
出
す
落
ち
椿	

樋
口
す
み
江

妊
婦
席
ど
う
ぞ
と
メ
タ
ボ
座
ら
さ
れ	

坂
本　

倉
栄

〜演劇という文化を
地域に広めたい〜

井上　　孝さん（鰍沢中区）
　芸能フェスティバルで、認知症予防普及劇「母ちゃん　飯はまだけ」を
上演した「富士川町さくら劇団」代表　井上さんにお話を伺いました。

■劇団を立ち上げたきっかけは？
　ますほ文化ホールのワークショップで演劇の指導を半年ほど受けまし
た。その仲間で劇団を作れないかという話になり、平成22年4月に劇団
を発足しました。劇団の名前は、町の花になっている「さくら」を使おう
とみんなで決めました。

■どんな活動をしていますか？
　現在7名の団員で活動をしています。練習は、町民会館で月に4回、木曜日の午前10時から正午
まで。会費は月1,000円です。財産・おれおれ詐欺・認知症など、町民の皆さんが抱えている身近な
問題を題材に芝居をしています。2月には、愛育会で認知症予防の芝居を上演します。今後、町外の
劇団と合同演劇会ができたらいいですね。
■劇団からのお知らせ
　老若男女年齢問わず、団員募集中です。裏方も募集してい
ます。練習の見学も可能です。
　認知症予防普及劇の上演を希望する団体がありましたらご
連絡ください。
【お問い合わせ】☎22－0172　井上　孝

（夜8時以降にご連絡ください。）
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100歳の誕生日　おめでとうございます

氷室の郷ふれあいまつり
みさき耕舎

穂積の里で手づくりのまつり
小室山妙法寺

ふれあい学習発表会
鰍沢小

ふじかわ探検バス発車

　11 月 15 日（土）、
樋口あき子さん（小室）
が、めでたく 100 歳の
誕生日を迎えられまし
た。

もみじ祭り
大柳川やすらぎ水辺公園

　11 月 16 日
（日）、もみじ祭
りが行われまし
た。ウォークラ
リーでは、大柳
川渓谷遊歩道な
どを歩くコース
で参加者は紅葉
を楽しみました。

町内の芸術家たちの作品展
町民会館

　11 月 15 日
（土）から 17日
（月）まで、町民
文化祭文化展が
開催されまし
た。写真や書道
などの作品を多
くの来場者が鑑
賞しました。

　11 月 23 日
（日）、氷室の郷
ふれあいまつり
が行われまし
た。青空のもと、
氷室神社神楽会
による「かぐら
の舞い」が披露
されました。

　12月 7日（日）、渡
邊たきのさん（鰍沢南）
が、めでたく 100 歳の
誕生日を迎えられまし
た。

　11 月 16 日（日）、
ゆずの里まつりが行わ
れました。町内外から
多くの来場者が訪れ、
名物のゆずもちに行列
ができました。ゆず狩
り体験では、慣れない
手つきで奮闘する親子
の姿が見られました。

　11 月 15 日
（土）、ふれあい
学習発表会が行
われました。学
年ごとに甲州弁
にした物語など
工夫を凝らした
発表をしました。

　11 月 27 日
（木）、ふじかわ探
検バスが行われま
した。古紙回収業
者の見学ではリサ
イクルの大切さを
学び、廃油を使っ
たろうそく作りで
は童心にかえり楽
しみました。
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★ 2014　コドモエ絵本大賞（全国のパパとママの投票！）

0・1歳から
1 位『ぶう　ぶう　ぶう』
2位『ぽんちんぱん』
3位『おいし〜い』

2・3歳から
1 位『どうぶつしんちょうそくてい』
2位『しきぶとんさん　かけぶとんさん
　　　　まくらさん』
3位『むすんでひらいて』

4・5歳から
1 位『うんこしりとり』
2位『うみの 100 かいだてのいえ』
3位『どろぼうがっこうぜんいんだつごく』

6 歳から
1 位『ええことするのは、ええもんや！』
2位『いのちをいただく』
3位『おえかきしりとり』

おめでとうございます  あけまして

・『だから荒野』
　　桐野夏生　著　BSプレミアム 1月 11日〜
・『銀漢の賦』
　　葉室麟　　著　NHK1月 15日〜

・『ホビット　ゆきてかえりし物語　新版』
映画「ホビット決戦のゆくえ」　12月 13日公開

■ テレビ化情報

■ 映画化情報

皆さまのお役に立てるよう頑張ります。
本年も、どうぞよろしくお願いいたします。

親子時間をもっと楽しく！

・『ラーメンWaIker 山梨 2015』
・『本当に旨い甲州ワイン 100』
・『殿堂入りレシピも大公開！

クックパッドの大人気おかず 108』他

新刊の文芸書も毎週入ってきます。
ぜひ、ご利用ください !!

実用書のご案内

善意ありがとう
　次の方から心温まる善意をお寄せいただきまし
た。心から感謝申し上げます。
◆町へ
一金　30 万円　芦澤理彦様（最勝寺）
　「亡父益彦様のご遺志により、町の振興のために」
一金　1,953,573 円　石橋湛山先生顕彰碑設置実行委員会様
　「教育振興のために」
一金　10 万円　有泉利夫様（最勝寺）
　「亡義母入倉花子様のご遺志により、教育振興のために」
一金　20 万円　樋口俊一様（青柳町）
　「亡母あい子様のご遺志により、町の振興のために」
◆ふるさと納税
一金　2万円　野本荘子様（埼玉県）
　「ふるさと応援」のために
一金　10 万円　中込勝子様（東京都）
　「ふるさと応援」のために

戸籍の窓
自 11 月 1日　至 11 月 30 日　届出（敬称略）

おめでた（出生）
	 地　区	 氏　名	 性別	 保護者
	小　　　林	 尾　　薫	（かおる）	 男	 光　生
	長　　　澤	 佐野　茉帆	（ま　ほ）	 女	 貴　宏
	長　　　澤	 内田　彩実	（あ　み）	 女	 尚　孝
	長　　　澤	 小澤　萌木	（も　こ）	 女	 賢　一
	長　　　澤	 芦澤　実歩	（み　お）	 女	 公　彦
	大　　　椚	 深 　彩佑	（あ　ゆ）	 女	 輝　彦
	鰍　沢　北	 河野　蒼士	（あおと）	 男	 真
	鰍　沢　北	 奥野　奏介	（そうすけ）	 男	 哲　成

およろこび（結婚）
	 地　区	 氏	 名	 （ 旧 姓 ）
	最　勝　寺	 樋口　幸介	 来　未	 （ 鹿 ）
𣇃　　　米	 宮崎　　徹	 彩　佳	 （ 中 野 ）
	長　　　澤	 村松　知也	 裕　美	 （ 長 田 ）
	青　柳　町	 熊王　友也	 歩　実	 （ 市 川 ）
	青　柳　町	 岩尾　　洋	 美　緒	 （ 笹 本 ）
	平　　　林	 小倉　健佑	 志保実	 （ 穴 水 ）
	中　　　部	 依田　晃一	 優	 （ 降 簱 ）

おくやみ（死亡）
	 地　区	 氏　名	 年齢	 届出人
	最　勝　寺	 小清水すみ子	 92	 幸　　仁
	天 神 中 條	 望月　德一	 91	 一　　人
	天 神 中 條	 吉澤　英一	 87	 宏
	大　久　保	 柴田　孝德	 76	 薫
	𣇃　　　米	 大久保勝夫	 85	 修
	小　　　林	 志村　玉枝	 98	 長　　
	小　　　林	 成澤加壽子	 75	 一　　元
	長　　　澤	 金丸　豊子	 91	 房　　幸
	長　　　澤	 秋山すみ子	 90	 　　樹
	長　　　澤	 秋山　 雄	 90	 敏　　幸
	長　　　澤	 加藤　愛子	 89	 雅　　一
	大　　　椚	 河澄　千冬	 76	 愛　　子
	青　柳　町	 樋口あい 	 100	 俊　　一
	青　柳　町	 小田 ゆきゑ	 93	 三 千 男
	青　柳　町	 内田　良文	 83	 博　　文
	青　柳　町	 笹本　順次	 68	 政　　希
	鰍　沢　北	 一ノ瀬豊子	 54	 工
	鰍　沢　北	 石坂　林造	 81	 健　　二
	鰍　沢　中	 樋口　鈴子	 90	 隆
	鰍　沢　中	 大森　　誠	 62	 町　　枝
	鰍　沢　南	 武川　博夫	 82	 喜 代 美
	中　　　部	 齋藤　富雄	 95	 浩
	五　　　開	 堀口　秀人	 65	 靜　　香
	五　　　開	 望月一太郎	 87	 伊藤　忠
	五　　　開	 望月あ 子	 90	 　　代

ひとのうごき（12 月 1 日現在）
人　口	 16,109 人	 （－ 15）
　男	 7,818 人	 （－   8）
　女	 8,291 人	 （－   7）
世　帯	 6,310 戸	 （－   1）	 ※ (　) 内は対前月比
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3 歳くらいのお子さまの写真を募集しています。

http://www.town.fujikawa.yamanashi.jp　Eメール：webmaster@town.fujikawa.yamanashi.jp

丹澤　紗
さ

那
な

ちゃん　5歳（青柳町）
　お正月飾りを作りました。今年の干支のひつじがとってもかわいくできて、
うれしかったです。

丸山　綺
き
羅
ら

ちゃん
（ 1歳 4カ月・大椚）

父　和也さん・母　浩子さん

穴山琉
る
季
き
也
や

くん
（ 3歳 4カ月・天神中條）
父　健太さん・母　真帆さん

穴山　廉
れん
也
や

くん
（10カ月・天神中條）

父　健太さん・母　真帆さん

Mail:kikaku@town.fujikawa.lg.jp

詳しくはこちら 富士川町　アイドル

　最近、自己主張が強くなったね☆
もう少し大きくなったらお兄ちゃん
とケンカするようになるのかな？　
そんな姿を想像すると大変そうだけ
ど楽しみだよ♪

　これからもたくさんの経
験をつんで、大きくたくま
しく育ってね♪

　最近、弟と遊んだり面倒
を見てくれるようになって
嬉しいよ☆これからも優し
いお兄ちゃんでいてね◎
2人とも元気に育ってね♪
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